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I.  戦略とは何か 
いかに「戦略」を定義するかで、国際戦略の射程も国際室の役割も変わる。日本の大学
が「国際戦略」を積極的に打ち出すようになったのは、2005年の「大学国際戦略本部（SIH）





















 「戦略とは, 企業の基本的な長期目標と具体的目標を決定し, そのうえ, これらの目標
を実現するために, 行動経路を決め, 必要な経営資源を配分することである」（チャンド









 成果を出すためには、「選択と集中」が不可欠（Drucker 1964: 122）。 
                                                             
1 ドラッカーは「戦略計画」という用語を用いているが、実質的に本稿でいう「戦略」と同義であると解
して差支えない。 
2 “Economic results require that staff efforts be concentrated on the few activities that are capable of producing 





が発生する場である市場におけるポジショニングである（ポーター1985: 第 1章）。 
 3つの基本的戦略：コスト・リーダーシップ、差別化、集中化（ポーター1985: 第 1章）。 
バーニー 
 企業の戦略とは、競争に成功するためにその企業が持つセオリーである。競争に成功す
るとは、企業が競争優位を構築することである（バーニー2003: 32, 59）。 
ミンツバーグ 
 戦略は意図的なアクションとフィードバックの繰り返しに関する組織的学習を通して
自然に形成されたパターンである（ミンツバーグ他 2013: 232-235）。 
 「すべての実際的な戦略的行動は、計画的コントロールと創発的学習を組み合わせなけ



























                                                             






 シンプルでわかりやすい（Cotter 1995:77）。 
 自社が進むべき方向性を明確に指し示す（コッター2012: 874）。 
 インスパイアリングである。すなわち、組織の構成員を奮起させ、目標の達成に向けて
動機づける（モンゴメリー2014: 76）。 
 他社との違いを際立たせる。企業に違いをもたらす（モンゴメリー2014: 70, ドラッカ
ー2008: 92）。 

















る類型を採用する（バーニー2003: 243; Barney 2007:134）。 
 
表 2：経営資源の 4類型（J.バーニーによる） 
























































                                                             
5 大学の「部局制」は営利組織の「事業部制」に近い。部局制の強みと弱みも事業部制のそれに準ずると
いえる。 
6 平成 16年度、国立大学法人の収益のうち約半分にあたる 47.7%を運営費交付金が占めていた。平成 24
年度はその割合が 35.5%の水準まで落ち込んでいる。これは交付金のみでは支出の 42.7%にあたる人件費













































































                                                             

































































































































































                                                             
11 例えば、Kudo and Hashimoto (2015)を参照されたい。 
12 J. Knightは「国際化」を次のように定義する：”the process of integrating and international, intercultural or 
global dimension into the purpose, functions or delivery of higher education at the institutional and national levels” 
(Knight 2008: 21). 
13 それは大学国際化戦略委員会の議論でも明らかである。横田教授も国際化推進の肝となるのは、教職


































                                                             









































































































J-9. 支援体制の不備 2：寮の老朽化。 























































































                                                             
18 成功例として、有名な英国俳優である Stephen Fryとタッグを組み、SNS等を活用した広報活動を展開
する Cardiff Universityの例が挙げられる。 
19 これについては後述する。 
20 「いったん構築された組織能力が、時間の経過とともに環境変化に対応できず、組織の硬直化を促す





































                                                             
21 「組織文化とは、組織メンバーの間で共有された一連の価値体系であり、また、それに関連した組織
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